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ストリームデータの要約技術とその応用

情報学領域 情報科学系列 准教授 山本泰生

keyword： ビッグデータ管理 ・ リアルタイム解析 ・ データ駆動発見

ストリームデータの研究

• スト リ ームデータ と は？
  高速に流れ続ける無限長のデータ列

  センサーノードから常時到着する観測データ

  観測対象のリアルタイム分析  (傾向の変化や異常の検出)

観測対象

リ アルタ イ ム監視

オンラ イ ン処理
計算手法

スト リ ームデータ
イベント

• サポートとクエリ
 イベント e のサポート: R(e, 𝑒𝑖) を満たす 𝑉௡ 中の 𝑒𝑖 の個数

イベント e と関係を結ぶ (「サポート」する) イベントの発生件数のこと

Q. 気温 12 ℃ 以上 & 
降水量 5 mm 以下は何日?

Q. 誤差 3 の範囲でパターン (3, 4, 5, 6, 7) 
に含まれる時系列は過去に出現した？

• 元のデータベースそのまま

• 可逆圧縮 (きちんと管理)

空間計算量 & 時間計算量は良くて O(n) (n はデータ量)

• 非可逆圧縮 (ゆるく管理)

劣線形計算量 ~ O(log n) ~ を目指す (超軽量 & 超高速！)

 リアルタイム解析に適したオンラインアルゴリズム

非可逆圧縮サマリのインパクト

以下の3つの条件を満たすサマリDBを構築
(1) 一度きりのデータスキャンで良い
(2) メモリ内に保持できる
(3) サポートの見積値の誤差保証ができ

る

サマリの構築法
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Solution

エッジドメイン解析

リアルタイム処理

高感度地震観測網 (Hi-net)
1000 グリッド, 3チャネル (水平2軸+垂直方向)
100Hz パケット通信: ３テラバイト/月
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時系列パターンの出現感度の変化
2014年9⽉27⽇ 10:00AM~13:00PM  2012年との⽐較

2013年との⽐較
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